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はじめに

▼サービス概要

BowNow×Salesforce（SFDC社のSalesCloud）連携を実装いたしました。

特に既にご利用中のユーザー様からのご要望とこれからご検討される企業様が増

えてきたこともあり、SFDC社にて外部公開されている APIとの連携を実施いたしま

した。以下仕様にもまとめておりますが、あくまでも最低限の情報鮮度を保つことを

目的としたライトな連携という点をご理解ご了承いただければと思います。
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▼連携のコンセプト

「Salesforceの情報を正」とし、常の最新の情報は Salesforceに蓄積/更新されてい

くことを大方針としております。

既に登録されている情報に対して無駄な情報を増やさないように連携させることを

重要視した設計になっております。

第一フェーズに該当する今回の改修では、 BowNow⇒Salesforceの一方通行の連

携となり、Salesforce⇒BowNowは含まれておりません。

あくまでもBowNowで増やした情報をSalesforce側にリアルタイム連携する

というテーマで実装しております。

※第二フェーズ以降に逆方向の連携も想定しておりますのでご認識ください。

▼注意事項

本Salesforce連携はサポート対象外のサービスとなります。連携を進める際は、社

内のSalesforce運用者様か支援企業様に仕様や設定などに問題がないかご確認

ください。

各社様設定が細かく異なる場合が多く、非常にデリケートな連携となりますので、

連携に関わる不具合や不都合があった場合も全て自己責任にてご対応お願いい

たします。
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１．BowNowとSalesforceの項目対応表

BowNowとSalesforceの項目対応は以下の通りとなります。

※の記載がある項目は必須項目となります。
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BowNow Salesforce
リード情報 姓 ※ 標準項目 姓 ※

名 名

メールアドレス ※ メール

会社・組織名 会社名 ※
※取引の開始時に「取引先」の情報に変換

されるため、取引先責任者には存在しない

電話番号 電話

FAX番号 Fax

携帯番号 携帯

部署 カスタム項目 部署

役職 標準項目 役職

国 国

郵便番号 郵便番号

都道府県 都道府県

市区町村 市区郡

住所1 町名・番地

(住所1と2を結合)

住所2

ウェブサイト ウェブサイト

※取引の開始時に「取引先」の情報に変換

されるため、取引先責任者には存在しない

配信ステータス メール配信 カスタム項目 メール配信

管理情報 ステータス ステータス(BowNow)

グループ グループ

タグ タグ

リード獲得元 リード獲得元

担当者 担当者

備考 備考

その他 リード詳細のURL BowNowリード詳細URL
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２．Salesforce連携が発生するBowNowの機能一覧

BowNowリード削除はBowNowとSalesforceの紐づけ情報のみ削除され、

Salesforceリード及び取引先責任者は削除されません。
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● Salesforceの初回連携時

● リード登録／変更時

● リード検索からの一括操作  ※
● メール詳細からの一括操作  ※
● リード一括登録  ※
● フォーム(通常フォーム／会員登録フォーム／連携フォーム )送信時

● ABMテンプレートによる自動更新時（適宜／日次） ※

● トラッキング変更画面からの各種管理情報更新時　 ※

BowNow上での以下アクションにて、 Salesforce連携が発生します。

※の記載がある機能は大量に APIコール数を消費する可能性があります。
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3．連携フロー図
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4．連携に伴う注意点
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Salesforce連携を行う上で、APIコール数やログイン回数制限に配慮する必要がご

ざいます。以下、注意点をご確認ください。

✔ SalesforceのAPIコール数上限

　┗ BowNowとの連携により、APIコール数が増加します。既に他ツールと Salesforce連携を

　　行っている場合、既存の連携機能に影響が発生する可能性があるのでご注意下さい。

✔ ログイン回数の制限

　┗連携処理の発生に伴い、 APIを利用したSalesforceへのログイン処理が発生します。

　　Salesforceは1時間あたり3600回のログイン制限があり、ログイン制限数を超過した場合、

　　連携エラーとなりますのでご注意下さい。

✔ １リードの連携にて使用する API数
　┗１リードの連携あたり３～５回の APIコールが必要となります。 API上限数やログイン

　　制限数を超過すると連携エラーとなりますのでご注意ください。

✔ Salesforceの必須項目

　┗必須項目の設定を標準から変更し、 BowNowにて未入力や連携しない項目を必須した

　　場合、連携エラーとなりますのでご注意下さい。

✔ 連携しているSalesforceアカウントの変更方法

　┗一度、連携したSalesforceアカウントを変更する際は、お客様環境上では行えません。

　　必要な際は弊社サポートにお問合せください。

APIコール数とログイン処理数が高くなるは、主に BowNow上でのリード一括登録です。
一括登録される際は、以下数値を上限目安に運用ください。

・１時間あたり３０００リード
・１日あたり２００００リード
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4．連携に伴う注意点
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✔ カスタム項目の作成権限がない Salesforceアカウントで連携した場合

　┗ 初回連携時、リード及び取引先責任者に以下カスタム項目を作成する処理が行われます。

　　カスタム項目の作成権限がないアカウントで連携した場合、手動作成する必用があります。

　※カスタム項目を作成しない場合は、連携エラーは発生しませんが、 BowNow独自の項目が

　　連携されなくなります。

リード／取引先責任者

項目の表示ラベル 項目名 データ型

備考 BowNow_Description__c ロングテキストエリア

部署 BowNow_Division__c テキスト

グループ BowNow_Group__c テキスト

メール配信 BowNow_IsEmailDelivery__c テキスト

リード獲得元 BowNow_LeadEarnSource__c テキスト

担当者 BowNow_Representative__c テキスト

ステータス(BowNow) BowNow_Status__c テキスト

タグ BowNow_Tag__c テキスト

BowNowリード詳細URL BowNow_Url__c URL
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5．初期設定手順
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１）トラッキング変更画面からSalesforce連携を開始する。

※設定時はSalesforceからはログアウトしてください。ログインしている場合、ログインアカウントで連携処

理が行われてしまうためとなります。

BowNow管理画面にて、【設定】＞【システムを設定する】に移動し、トラッキングコード名を選択します。外

部サービス連携設定にチェックを行い、連携を開始するボタンをクリックすると連携が開始されます。
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5．初期設定手順
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２）連携するSalesforceのアカウントでログインする

Salesforceにログインしていた場合、本画面は表示されずに次に進みます。

BowNow管理画面上に「連携に失敗しました」と表示された場合、再度、連携を開始するボタンをおしてく

ださい。

３）「開始しました」と表示される

BowNow管理画面上にSalesforce連携を開始しましたと表示されたら BowNow側の設定は完了です。
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5．初期設定手順
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４）Salesforceのオブジェクトマネージャーを開く

Salesforceにログイン後、設定からオブジェクトマネージャーを開いてください。

５）リードの設定

オブジェクトマネージャーの一覧から、【リード】＞【項目トリレーション】と移動して、

「BowNow_」で始まる項目及び「 Fax」を選択する。
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5．初期設定手順
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５ｰ１）「項目レベルセキュリティの設定」を開く

５ｰ２）参照可能に「Minimun Access - Salesforce」以外のチェックを入れる

５ｰ３）「ページレイアウト」の設定

オブジェクトマネージャーの一覧から、【リード】＞【ページレイアウト】に移動し、

「Lead Layout」を選択し、任意の箇所に設定する。
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5．初期設定手順
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５ｰ４）「項目とリレーション」の設定

オブジェクトマネージャーの一覧から、【リード】＞【項目とリレーション】に移動し、

「リードの項目の対応付け」を選択する。

「取引先責任者」を選択し、取引先責任者項目とリードと同じ項目を選択し保存します。
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5．初期設定手順
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６）「取引先責任者」の設定

オブジェクトマネージャーの一覧から、【取引先責任者】＞【ページレイアウト】に移動し、

項目名でソートし、「BowNow_」で始まる項目を選択し、以下設定変更を行います。

６ｰ１）「項目レベルセキュリティの設定」を開く

６ｰ２）参照可能に「Minimun Access - Salesforce」以外のチェックを入れる
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5．初期設定手順
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６ｰ３）「ページレイアウト」の設定

オブジェクトマネージャーの一覧から、【取引先責任者】＞【ページレイアウト】に移動し、

「Contact Layout」を選択肢、任意の箇所に設定する。
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６．連携エラー時の確認方法
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BowNow管理画面のリード一覧にて、氏名欄に連携エラーが表示されます。

エラー解消後はエラーをクリックすることで、再度連携が行われます。

エラーコード

コード エラー内容

9001 Salesforceで重複エラーが発生したため登録できませんでした

9003 MasterHubもしくはSalesforceでサーバエラーが発生しました

9004 〜〜は必須です

9005 リード連携を一時停止中です

9007 署名の検証に失敗しました

9008 カスタム項目の作成中にエラーが発生しました

9009 BowNowのAPI鍵保存APIを実行中にエラーが発生しました

9010 Salesforceでディスク容量エラーが発生したため登録できませんでした

9011 SalesforceでAPIコール制限超過エラーが発生したため登録できませんでした
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７．Salesforceの重複ルールに接触している場合
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Salesforceにはデータの重複を避けるため、リード /取引先責任者の作成、更新時

にアラートを発生させる設定がございます。

BowNowからの連携時に、重複ルールに接触し、アラートが発生する設定になって

いる場合、連携エラーとなります。（エラーコード： 9001）

連携エラーを解消するには下記の方法がありますが、既に BowNow以外の外部シ

ステムと連携している際、アラートが発生しないようにすることで、重複データが増

加する可能性もあるため、設定時はご注意ください。

１）「重複ルール」の設定

Salesforceの【設定】＞【管理】に移動し、「重複ルール」を開きます。

接触しているルールを選択し、以下設定変更を行います。（接触しているルール全て）
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７．Salesforceの重複ルールに接触している場合
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１ｰ１）「編集」を選択する

１ｰ２）「作成時のアクション」の「アラート」のチェックを外し、保存する
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８．料金について
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・本オプション機能の費用

登録費用30万円、月額3万円


